








研究目的 

昭和 56 年 5月より静岡県西部地区でパイロット・スタディとして開始した先天性副腎皮質

過形成症(21-hydroxylase 欠損症)の新生児マス・スクリーニングは現在4年 9ケ月を経過

している。この間、65,883 名の新生児がスクリーニングされ、昭和 56 年度,57 年度,58 年

度に各 1名,患児が発見された。昭和 59 年度並びに60 年度は濾紙血 17α-hydroxyprogest

erone(17-OHP)の測定法を EIAに変更して施行したが,昭和 61年 1 月末現在,新たな患者は

発見されなかった。今回,我々は発見された患児のその後の臨床経過を検討した。 


